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1994 年 4 月、ルワンダで起きた紛争は、人口約 800 万人の国でその人口の一割以上にあたる 100 万もの人々が数
ヶ月のうちに虐殺され、国内外に何百万人もの難民を流出させたという非常に衝撃的な事件であった。ルワンダにお
けるこの紛争は 94 年に突発的に起きたわけではなく、 59 年の「社会革命」、 63 年の国内におけるフツのツチに対す
る迫害・虐殺、隣国ブルンデ、イのクーデタ一事件の余波をうけて勃発した 73 年のツチの虐殺など、独立前後から繰






























第 3 章と第 4 章は、タンザ、ニアの国民国家形成と民族問題を扱っている。タンザニアは、ルワンダなどの隣国と比
較すると、圏内の民族対立が表面化することは少なく、暴力的な事件も際立つて少ない。なぜタンザ、ニアが比較的安
定した国民国家形成に成功したのかを、西村氏は建国の父・ニエレレによる独特の社会主義をもとにした国家形成を
分析することで説明している。それによれば、 120 以上の多様な民族を国民的に統合することに、政治的リーダーが
多くのエネルギーを、注いだこと、換言すれば、エスニシティの差異を刺激せず、「共通の記憶」を創り出す施策を追
求した点に求められるという。その背景には、絶対多数を握るエスニック集団が存在しなかった事情が、国民統合に
プラスに働いたとされる。第 4 章では、タンザ、ニアの民族紛争の例として、ザ、ンジパル問題が扱われ、ここでも民族
問題の根幹となる人種・宗教・地域の差異が政治的な紛争に結び、つかないように、注意深い政策がとられたことが証
明されている。
第 5 章は、ルワンダの民族紛争を正面から取り扱い、紛争の発生原因を「エスニシティの政治化」という概念で説
明している。タンザニアではエスニックな差異が政治と結合しないような政策が意識的にとられたのに対して、ルワ
ンダで、はエスニック集団が政治的支配のために意図的にそれを利用した。西村氏はこのことを政治史的な事実を踏ま
えて丁寧に論証している。そして第 6 章の「結語」では、以上の論旨をまとめて、「エスニシティの政治化」を抑制
したタンザ、ニアとそれを高揚させたルワンダの相違が要約されている。
アフリカ研究は、日本で、は十分な環境が整っているとはいえない。研究者の数が多いとはし、えず、資料も未整備で
アクセスも容易ではなく、現地調査も治安の関係で思い通りにはし、かない。こうした困難な研究条件にもかかわらず、
西村氏は英国・ベルギー・ルワンダ・タンザニアで資料収集を行ない、スミスの「エスノ・シンボリック」的分析を
範として、ルワンダとタンザニアの国民国家形成の比較という視角から、アフリカの民族紛争に取り組んだ。その能
力は高く評価され、審査委員会は一致して、提出論文が博士(国際公共政策)の学位を授与するに値すると判断した。
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